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１．出港前報告関連業務の項目変更等に伴う後続業務の変更点
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以下①、②の出港前報告関連業務における項目変更に伴い、関連する後続業務においても見直しを実施する。
① ＭＦＲ業務等（ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２）およびＮＶＣ０１の品名等の入力桁数を出港前報告関連業務の入力桁数に合わせる。

② ＡＭＲ業務等（ＡＭＲ、ＣＭＲ）及びＭＦＲ業務等（ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２、ＣＭＦ０３）に「運航船会社航海番号」を任意項目
として追加する。
・「貨物情報照会（ＩＣＧ）」業務（指定情報：ＴＴＬ）
・「出港前報告照会（ＩＡＲ）」業務

後続業務における項目変更

ＩＣＧ業務
ＴＴＬ：全体情報 出力イメージ

輸入貨
物情報
訂正

ＳＡＩ

貨物情報照会 ＩＣＧ ハウス
Ｂ／Ｌ
貨物情
報照会
ＩＮＶ

*

ＳＭＲ
概要
情報

ＴＴＬ
全体
情報

ＳＨＰ
荷送
受人
情報

ＢＮＤ
入出庫
管理
情報

ＴＲＮ
搬出入
情報

ＤＩＴ
輸出入
申告

関連情報

ＯＬＴ
保税
運送
関連
情報

ＤＣＬ
輸出入
許可
情報

ＶＡＮ
コンテ
ナ貨物
情報

ＦＴＭ
フリー
タイム
情報

品名を70桁から350桁に変更 ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ●

代表品目番号を4桁から6桁に変更 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

荷送人名／荷受人名／着荷通知先名
を175桁から70桁に変更

● ※ ※ ※ ※ ※ ●

荷送人住所／荷受人住所／着荷通知先
住所を105桁から175桁に変更

● ● ● ● ● ●

※荷送人名／荷受人名／着荷通知先名については、登録業務において175桁から70桁に変更を行うが、システム外搬入等の影響を考慮し、ＩＣＧ業務では175桁のままとする。

*現行業務名称は「混載貨物情報照会」

ＭＦＲ業務等の変更項目

対象業務

●,※：ＷＧで提示済 ○：追加
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２．積荷情報削除等時における理由の入力に伴う変更点 ①

ＣＭＲ、ＣＨＲ、ＣＭＦ０１業務において積荷情報が削除される場合、削除理由が不明であるため、税関審査に支障がある。また、ＣＭＦ０２で
積荷情報を削除および訂正する場合には、あらかじめ積荷目録を提出した税関（監視担当部門）の窓口に削除理由を申し出た上で行う必要があり、
手続きが煩雑である。

背景

ＣＭＲ、ＣＨＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２業務において入力項目に「削除理由コード（１桁）」、「削除理由（210桁）」欄を新設する。
ＣＭＦ０２業務においては入力項目に「訂正理由コード（１桁） 」、「訂正理由（210桁）」欄も新設する。

検討内容

前回までの提案内容

現在、ＥＤＩＦＡＣＴにおけるマッピングにおいて、上記のＣＭＲ、ＣＨＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２の各業務は、ＡＭＲ業務、ＡＨＲ業務及び
ＭＦＲ業務と同一のサブセットを使用している。
次期では、上記のとおりＣＭＲ業務等において項目追加が発生することとなるが、現行と同様に、同一のサブセット名での利用を可能とするため、

ＡＭＲ業務、ＡＨＲ業務及びＭＦＲ業務の入力項目に「削除理由コード（１桁） 」、「削除理由（210桁）」欄に相当する欄を予備項目と追加する
こととする。また、ＭＦＲ業務およびＣＭＦ０１業務には「訂正理由コード（１桁） 」、「訂正理由（210桁）」欄に相当する欄も予備項目として
追加する。

＊ＥＤＩＦＡＣＴサブセットについての詳細は、【資料６】新規業務等に係るＥＤＩＦＡＣＴ対応（海上） を参照。

検討内容

今回の追加提案

共通サブセット名 対象業務

ＡＭＲ１１０ ＡＭＲ／ＣＭＲ

ＡＨＲ１１０ ＡＨＲ／ＣＨＲ

ＭＦＲ１１０ ＭＦＲ／ＣＭＦ０１／ＣＭＦ０２
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２．積荷情報削除等時における理由の入力に伴う変更点 ②

「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務入力項目表 抜粋 「積荷目録情報訂正（積荷目録提出業務後）（ＣＭＦ０２）」業務入力項目表 抜粋

追加提案にかかる入力項目表の変更例は以下のとおり。
ＭＦＲ業務では、入力項目として使用しないものの、同一のサブセットを使用するＣＭＦ０２業務において訂正理由、削除理由の計４欄が追加に
なることから、ＭＦＲ業務にも予備項目の追加が必要となる。


